
1 文化財の種別

名称及び員数

所有者

所在地

5 建築年代

6 構造及び形式

○本堂

○経蔵

旬
蔵

灘
経

(1805)

(1831)

(1858)

(1)建築様式  木造平屋建て

(2)屋根形式  鉄板葺き入母屋屋根 (建立当初は茅葺き)

(3)規  模  延床面積  252。 715ポ (76。 58
坪 )

(4)意 匠  内陣外陣の柱頭及び中備 に和様の出三斗の

組物及び折上げ格 天 丼 の特長をもつ。当初の

茅葺寄棟屋根を活かした唐破風向拝及千鳥破風

付入母屋屋根に改修 された。

O山門     (1)建 築形式  三間一戸 木造二層楼門

(2)屋根形式  鉄板葺き入母屋屋根 (建立当初は茅葺き)

延床面積  45。 54ポ (13。 8坪)

琴柱花頭の形式を取る通路両脇に仁王像を安
さんか らと

置し、上層中央に桟唐戸、両脇に花頭窓を設え、

軒に出三斗と慕股を組んでいる。下層にある

中備えの蓑東も特長である。

(1)建築形式  裳階付木造平屋造

(2)屋根形式  桟 瓦葺き方形屋根 (建立当初は柿 葺き)

(3)規  模  延床面積 91。 2ポ (25坪 )

てんりんぞう

(4)意  匠  内部の大型転輪蔵を覆う架構による鞘堂で、

裳腰付桟瓦葺方形屋根の経蔵正面中央に桟
か らと か と うまど

県重宝 (建造物)の指定について

県重宝 (建造物 )

大慈寺 (糠 塚)本 堂、山門、

宗教法人大慈寺

八戸市長者 1丁 目6-59

江戸後期  本堂 文化 2年

山門 天保 2年

経蔵 安政 5年

(3)規  模

(4)意  匠

もこ し  さんかわらぶきほうぎょう

3棟

か と うまど

か こ う      さやどう

さん

唐戸を吊り、両脇に花頭窓を設えた意匠である。

３

　

４



7 由緒及び沿革

糠塚大慈寺は、松館大慈寺の人戸城下の宿寺として延宝年間(1673-1681)に 創立さ

れた曹洞宗の寺で、天保元年 (1830)頃に松館大慈寺の宿寺から本1寺に格上げされた。

大慈寺伽藍の建立年代に関わる古記録は、新位牌堂・坐禅堂落慶 先住 体 廣忌法

要記念誌の「八戸糠塚 福衆山 大慈寺 寺誌Jにまとめられており、現行の伽藍は

文化 2年 (1805)に 本堂を再建したことに始まる。天保 2年 (1831)に 山門、安政 5年

(1858)に 経蔵が建立された。

8 現況

本堂は、昭和 30年に向拝及び屋根廻りを大改修したが、外観は建築当初の軒回り

や窓の特長を継承しておりt内部も創建時の構法的特長を良く残している。

山門は、度重なる大地震のために架構に若干の歪みが感じられるが、柱 0梁・桁や

l彗賞などの主要部材特に傷みは見られず、高欄回りの部材や軒回り、花頭窓部材に

雨風による腐朽が生じている程度で、保存状態は良好である。

経蔵は、柿:ぎ から桟 群 に葺き替えただけではぼ当初の姿を継承し、建材にも目立

つ腐朽などは見られない。軽い柿:ぎから重い桟 群 に葺き替えたために小屋組に撓み

が生じ、転輪蔵に雨漏りの濡れが生じているが、保存状態は良好である6

9 指定事由

本堂は、文化 2年 (1805)再建の棟札が残り建築年代が明確で、本堂内部に和様の出

三斗を円柱及び中備 に組んだ意匠は県内にはなく、県重宝として指定に値する。

山門は、天保 2年 (1831)建立の棟札が残り建築年代及び棟梁が明確で、下層中央の

琴柱花頭の形式を取る通路は、県内だけでなく全国にも例の無い特長であり、県重宝

として指定に値する。

経蔵は、安政 5年 (1858)建立の棟札により建立の発起から竣工までの経過が明確で、

東北地方でも極めて少ない大型経蔵であり、県重宝として指定に値する。
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大慈寺 (糠塚)本堂

本堂内部の和様の出三斗

(写真提供 :月 舘敏栄氏)



大慈寺 (糠塚)山門

琴柱花頭の形式を取る山門

(写真提供 :月 舘敏栄氏)
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大慈寺 (糠塚)経蔵

経蔵内部の大転輪蔵

(写真提供 :月 舘敏栄氏)



【参考】

○入母屋屋根

上部を切妻造りの様式にし、その四方に庇屋根を付けた形式。

○内陣と外陣

本尊を安置する最も奥の空間を内陣、その外側を外陣。

○中備え

柱と柱の間の中間で支える構造部材をいう。

○折上げ格 天 丼

正方形の格子状の板を組み、天丼の中央部が回 り縁より高くなった天丼。

○寄棟屋根

正方形の格子状の板を組み、天丼の中央部が回 り縁 より高く

なった天丼。            ・

○桟 瓦

断面が波形で一隅又は三隅に切れ込みが入つた瓦。重量は本瓦の2分の 1。

○方形屋根

平面が正方形又は人角形の建物のみに見られる画面又は人面
の屋根面が一つの頂点に集まるもの。

○鞘堂  |

建造物を保護するために、その外側を覆う建物。

○裳階                     ‐

仏堂等において本来の屋根の下に一重屋根をかけるかたちで
付ける庇状の建造物            ‐
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県文化財の指定件数

種 別 現在の件数

H30。8.2現在

今回の指定 指定後の件数

拝l重宝 148 １
一

149

建造物 43 １
一

44

絵画 6 6

彫刻 29 29

工芸 29 29

書跡 2 2

考古資料 28 28

歴史資料

県技芸 2 2

展:俗文化財 67 67

県有形民俗文化財 13 13

県無形民俗文化財 54 54

昌E 念物 63 63

県史跡 20 20

県天然記念物 40 40

県名勝 3 3

計
△
ロ 280 １

一
281


